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しかし、 SOD阻害薬を用いて内因性の Cu/ZnS 0 Dを阻害する
とスーパーオキシドアニオン産生物質により神経性弛緩反応は抑制
され、その抑制はSODの添加で回復したことから、神経伝達物質
はNO自体であり、通常状態でNOは近傍に存在する十分なSOD
活性により、スーパーオキシドアニオンによる失活から防御されて
いると考えられる。また、今回の研究において、 CagedNOを用い
て、あらかじめ平滑筋細胞内にNOを産生させておくと神経性弛緩
反応が著明に抑制された。このことは、拡張神経がNO作動性であ
ることを示す証拠のーっと考えられる。
脳動脈周囲におけるコリン作動性神経の存在が組織学的に観察さ
れているが、そのはたらきは未だに不明の点が多い。われわれは既
にサル脳動脈においてコリン作動性神経がNO作動性神経に対して
抑制性に作用することを報告したが、今回のブタ脳動脈やイヌ眼動
脈の検討においても同様の成績が得られた。したがって、脳動脈や
眼動脈の緊張調節に対してコリン作動性神経は調節神経としてはた
らいていると考えられる。
3 .末梢動脈におけるNO作動性神経
末梢動脈で、は交感神経が優位に機能しているため、緊張調節に及
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ぼすNO作動性神経の関与はわかりにくい。今回の研究では、イヌ
口唇動脈や毛様動脈およびサル子宮動脈における神経性収縮反応が
NO合成酵素阻害薬により増強し、 α遮断薬とATP受容体措抗薬
の併用処置により、軽度で、はあるが神経性弛緩反応に転じ、その弛
緩がNO合成酵素阻害薬で消失した。したがって、これらの動脈で
はNO作動性の拡張神経が、ノルアドレナリンおよびプリン作動性
の収縮神経に対して措抗的に作用していると考えられる。
4.病態との関連
イヌ脳動脈標本を用いた今回の研究において、血管組織の温度を
低下させると、その緊張性および電気刺激による神経性弛緩反応が
抑制された。一方、ニコチンによる神経性弛緩反応や外因性NOに
よる弛緩反応は抑制されないことから、低温は神経での活動電位を
抑制することにより、電気刺激による反応を抑制したと考えられる。
また、低酸素状態にすると、電気刺激とニコチンによる神経性弛緩
反応が共に抑制されるが、低温では低酸素による抑制は観察されな
かった。これらのことは、低体温時の脳血流の維持にNO作動性神
経が重要な役割を果たしている可能性を示唆している。さらに、脳
の虚血性侵襲に対して実施されている低体温療法の有効性を示す根
拠のーっと考えられる。
偏頭痛の原因の一つに脳動脈拡張が挙げられ、その治療に脳動脈
を強く収縮するセロトニン [5-HTm]受容体アゴニストのスマトリ
ブタンが使用されている。今回、 NO作動性神経刺激による脳動脈
弛緩に打ち勝つ収縮を生じるスマトリブタン量を計算し、それが臨
床的な通用量であることを明らかにした。
イヌ陰茎海綿体標本における神経性弛緩はNO作動性であり、上
述のように生理的な勃起作用に関与している。今回の研究において、
同弛緩反応はL型カルシウムチャネル措抗薬では影響がないのに対
し、 L+N型カルシウムチャネル括抗薬により抑制された。臨床的
にL+N型カルシウムチャネル措抗薬を服用している高血圧患者で、
性機能に関するQOLが低下しているとの報告が見られるが、今回
の成績はその根拠の一端を示唆している。
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